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／
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＊ 貸 出 中 の 図 書 は 予 約 で
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【 お 問 合 せ 】 須 木 分 館

　 ☎ 四 八 ‐ 二 九 五 四

須 木 分 館 の 旬 な 情

報 や 話 題 を お 届 け

し ま す 。

お す す め 本 の 紹 介

１
．

狩
猟

免
許

の
種

類
　

■
第

１
種

銃
猟

免
許

　
　

銃
器

（
装

薬
銃

、
空

気
銃

）
を

使
用

す
る

猟
法

　
■

第
２

種
銃

猟
免

許
　

　
空

気
銃

を
使

用
す

る
猟

法
　

■
わ

な
猟

免
許

　
　

　
　

わ
な

（
く

く
り

わ
な

、
は

こ
わ

な
、

は
こ

お
と

し
等

）
を

使
用

す
る

猟
法

　
■

網
猟

免
許

　
　

　
　

　
網

（
む

そ
う

網
、

は
り

網
、

つ
き

網
等

）
を

使
用

す
る

猟
法

２
．

狩
猟

免
許

試
験

日
程

及
び

場
所

　
■

第
１

回
　

　
７

月
２

３
日

（
木

曜
日

）
　

宮
崎

県
庁

　
他

３
会

場
　

■
第

２
回

　
　

９
月

　
６

日
（

日
曜

日
）

　
宮

崎
県

庁
　

他
１

会
場

　
■

第
３

回
　

　
１

月
２

４
日

（
日

曜
日

）
　

西
諸

県
農

林
振

興
局

　
他

１
会

場

３
．

受
付

期
間

及
び

書
類

等
の

提
出

先
　

■
受

付
期

間
　

　
第

１
回

試
験

　
　

６
月

　
１

日
　

～
　

６
月

１
９

日
　

　
　

　
　

　
　

　
第

２
回

試
験

　
　

７
月

２
７

日
　

～
　

８
月

１
４

日
　

　
　

　
　

　
　

　
第

３
回

試
験

　
１

２
月

　
７

日
　

～
　

１
月

　
４

日
　

■
受

付
窓

口
　

　
須

木
庁

舎
地

域
整

備
課

　
及

び
　

西
諸

県
農

林
振

興
局

林
務

課

講
習

会
の

日
程

　
■

７
月

１
７

日
（

金
曜

日
）

　
　

小
林

市
中

央
公

民
館

　
　

午
後

１
時

３
０

分
か

ら
　

■
そ

の
他

　
　

７
月

７
日

（
え

び
の

市
）

　
７

月
１

０
日

（
高

原
町

）
　

７
月

１
４

日
（

野
尻

町
地

区
）

※
 詳

細
に

つ
い

て
は

、
下

記
の

方
へ

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
・

須
木

庁
舎

地
域

整
備

課
　

　
　

　
４

８
－

３
１

３
１

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

・
西

諸
県

農
林

振
興

局
林

務
課

　
　

２
３

－
４

７
２

５

　
飼

い
主

は
、

飼
い

犬
の

生
涯

一
回

の
登

録
と

年
一

回
の

狂
犬

病
予

防
注

射
の

接
種

が
義

務
付

け
ら

れ
て

い
ま

す
。

狂
犬

病
は

犬
だ

け
で

は
な

く
、

ヒ
ト

に
も

感
染

し
、

ヒ
ト

な
ど

の
ほ

乳
類

が
発

症
し

た
場

合
、

ほ
ぼ

１
０

０
％

死
に

至
る

恐
ろ

し
い

病
気

で
す

。
愛

犬
だ

け
で

は
な

く
、

人
間

の
命

を
守

る
こ

と
に

も
繋

が
り

ま
す

の
で

、
し

っ
か

り
と

予
防

注
射

を
受

け
て

い
た

だ
き

ま
す

よ
う

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
ま

だ
注

射
の

お
済

み
で

な
い

方
は

、
下

記
の

日
程

で
狂

犬
病

予
防

注
射

を
行

い
ま

す
の

で
、

お
時

間
の

都
合

の
つ

く
会

場
に

お
越

し
く

だ
さ

い
。

期
　

　
　

日
：

６
月

１
０

日
（

水
）

料
　

　
　

金
：

登
録

料
　

3
,0

0
0
円

　
　

予
防

注
射

料
　

3
,0

0
0
円

必
要

な
も

の
：

愛
犬

手
帳

又
は

カ
ー

ド
　

　
　

　
　

　
印

鑑
（

登
録

・
死

亡
等

の
申

請
を

さ
れ

る
方

）

巡
回

時
間

及
び

場
所

午
前

　
　

９
：

３
０

～
　

９
：

４
０

 酒
井

商
店

前
　

　
　

１
０

：
０

０
～

１
０

：
１

０
 奈

佐
木

公
民

館
　

　
　

１
０

：
１

５
～

１
０

：
２

０
 河

野
商

店
前

　
　

　
１

０
：

２
５

～
１

０
：

３
５

 永
田

公
民

館
　

　
　

１
０

：
４

５
～

１
０

：
５

５
 橋

口
商

店
前

　
　

　
１

１
：

０
０

～
１

１
：

１
０

 中
河

間
改

善
セ

ン
タ

ー
　

　
　

１
１

：
１

５
～

１
１

：
３

０
 須

木
庁

舎
前

駐
車

場

【
お

問
い

合
わ

せ
】

須
木

庁
舎

　
住

民
生

活
課

　
４

８
－

３
１

３
２

　 　
　

　
★

犬
の

糞
を

放
置

し
な

い
で

く
だ

さ
い

★

　
犬

の
糞

が
道

に
放

置
さ

れ
て

い
る

と
い

っ
た

苦
情

が
よ

く
寄

せ
ら

れ
ま

す
。

飼
い

主
の

方
は

散
歩

の
際

に
は

、
シ

ョ
ベ

ル
や

ビ
ニ

ー
ル

袋
を

持
参

し
飼

い
犬

の
糞

を
し

っ
か

り
と

持
ち

帰
り

処
理

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

周
辺

の
草

む
ら

に
捨

て
る

な
ど

も
、

草
刈

の
と

き
に

飛
び

散
り

周
辺

が
不

衛
生

に
な

り
ま

す
の

で
お

や
め

く
だ

さ
い

。

子 ど も か ら 大 人 ま で 人

気 の お り が み が 満 載

『 オ ー ル カ ラ ー た の し

い お り が み 事 典 』

著 者 ・ 山 口 　 真

発 行 ・ 西 東 社

毎 日 を ラ ク に 元 気 に 。

料 理 で 脳 ト レ ！

『 シ ニ ア の 体 に い い 節 約

レ シ ピ 』

料 理 ・ 岩 﨑 　 啓 子

発 行 ・ 主 婦 の 友 社



　 　

　
須

木
地

域
協

議
会

で
は

、
毎

月
１

回
、

須
木

地
区

の
事

業
に

関
す

る
こ

と
や

、
須

木
地

区
の

活
性

化
な

ど
を

協
議

す
る

「
地

域
協

議
会

」
を

開
催

し
て

い
ま

す
。

以
下

、
４

月
２

７
日

に
行

わ
れ

た
主

な
内

容
を

紹
介

い
た

し
ま

す
。

４
月

２
７

日
（

月
）

開
催

(１
)小

林
市

地
域

活
性

化
交

付
金

の
審

議
に

つ
い

て
（

成
果

の
検

証
）

　
３

団
体

か
ら

実
績

報
告

書
が

提
出

さ
れ

、
そ

れ
ぞ

れ
目

的
、

事
業

効
果

と
も

に
達

成
さ

れ
て

い
る

と
の

意
見

が
出

さ
れ

ま
し

た
（

山
び

こ
の

里
実

行
委

員
会

・
須

木
ま

る
ご

と
売

込
み

隊
・

す
き

歌
劇

団
な

で
し

こ
組

）
。

(２
)地

域
自

治
区

に
つ

い
て

　
３

月
議

会
で

須
木

地
域

自
治

区
延

長
に

関
す

る
請

願
書

に
つ

い
て

採
択

さ
れ

た
こ

と
に

つ
い

て
、

延
長

期
間

等
を

協
議

し
ま

し
た

。
（

３
）

小
中

学
校

の
児

童
生

徒
数

の
動

向
に

つ
い

て
　

小
中

学
校

の
生

徒
数

の
動

向
に

つ
い

て
地

域
協

議
会

で
も

十
分

把
握

し
て

い
く

べ
き

と
の

意
見

が
出

さ
れ

ま
し

た
。

（
４

）
す

き
む

ら
ん

ど
施

設
の

利
用

実
績

に
つ

い
て

　
す

き
む

ら
ん

ど
施

設
の

利
用

実
績

に
つ

い
て

、
資

料
に

基
づ

き
事

務
局

よ
り

説
明

し
、

質
疑

応
答

が
行

わ
れ

ま
し

た
。

　
今

後
も

、
須

木
地

区
の

活
性

化
の

た
め

に
協

議
を

進
め

て
参

り
ま

す
の

で
、

ご
意

見
等

が
あ

り
ま

し
た

ら
、

地
域

振
興

課
（

℡
4
8
－

3
1
3
0
）

ま
で

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。

　
平

成
２

７
年

５
月

１
７

日
（

日
）

に
す

き
む

ら
づ

く
り

協
議

会
の

総
会

が
ふ

る
さ

と
セ

ン
タ

ー
ホ

ー
ル

で
行

わ
れ

ま
し

た
。

昨
年

１
１

月
に

設
立

を
果

た
し

、
第

１
回

目
の

総
会

と
な

り
５

ヶ
月

間
の

活
動

や
決

算
の

報
告

と
２

７
年

度
の

事
業

計
画

や
予

算
の

審
議

が
な

さ
れ

ま
し

た
。

　
ま

た
、

新
た

に
消

防
団

の
幹

部
や

各
部

の
部

長
、

小
学

校
や

中
学

校
及

び
P
T
A

代
表

者
が

協
議

会
に

加
入

さ
れ

総
勢

８
０

名
を

超
え

る
組

織
と

な
り

ま
し

た
。

　
今

年
度

、
す

き
む

ら
づ

く
り

協
議

会
で

は
公

民
館

の
案

内
看

板
設

置
や

須
木

地
区

運
動

会
の

開
催

、
花

の
植

栽
等

様
々

な
活

動
を

予
定

し
て

お
り

ま
す

。

【
平

成
2
6
年

】
1
1
月

2
9
日

 す
き

む
ら

づ
く

り
協

議
会

設
立

総
会

1
2
月

1
9
日

 第
１

回
役

員
会

（
須

木
庁

舎
大

会
議

室
）

1
2
月

2
2
日

 第
１

回
安

心
づ

く
り

部
会

（
須

木
庁

舎
大

会
議

室
）

1
2
月

2
6
日

 第
１

回
む

ら
づ

く
り

部
会

（
茶

の
ん

村
）

【
平

成
2
7
年

】
　

1
月

1
4
日

 第
１

回
元

気
づ

く
り

部
会

（
須

木
庁

舎
大

会
議

室
）

　
1
月

2
1
日

 第
２

回
役

員
会

（
須

木
庁

舎
大

会
議

室
）

　
1
月

2
5
日

 第
６

５
回

こ
ば

や
し

市
内

一
周

駅
伝

大
会

　
　

　
　

（
元

気
づ

く
り

部
会

）
　

1
月

2
8
日

 第
２

回
む

ら
づ

く
り

部
会

（
須

木
庁

舎
大

会
議

室
）

　
2
月

1
7
日

 調
布

市
・

Ａ
Ｎ

Ａ
総

合
研

究
所

行
政

視
察

 ～
１

８
日

　
2
月

2
0
日

 第
２

回
安

心
づ

く
り

部
会

（
須

木
庁

舎
大

会
議

室
）

　
2
月

2
3
日

 第
３

回
役

員
会

（
須

木
庁

舎
大

会
議

室
）

　
2
月

2
5
日

 第
３

回
む

ら
づ

く
り

部
会

（
須

木
庁

舎
大

会
議

室
）

　
3
月

1
0
日

 安
心

づ
く

り
部

会
視

察
研

修
　

　
　

　
（

西
諸

広
域

消
防

署
他

）
　

3
月

1
1
日

 第
２

回
元

気
づ

く
り

部
会

（
須

木
庁

舎
大

会
議

室
）

　
3
月

1
4
日

 花
の

植
栽

活
動

（
む

ら
づ

く
り

部
会

）
　

3
月

2
3
日

 防
災

ス
ピ

ー
カ

ー
竣

工
　

　
　

　
（

持
続

可
能

な
集

落
づ

く
り

事
業

）
　

3
月

2
5
日

 H
2
6
年

度
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
活

動
研

修
会

　
3
月

3
1
日

 第
４

回
役

員
会

（
須

木
庁

舎
大

会
議

室
）

 

　
有

害
鳥

獣
対

策
の

一
貫

と
し

て
支

援
し

て
い

る
防

護
柵

の
支

給
に

つ
い

て
、

毎
年

、
須

木
の

各
地

区
か

ら
多

く
の

要
望

が
寄

せ
ら

れ
て

い
ま

す
。

　
昨

年
度

か
ら

本
年

５
月

現
在

で
、

２
０

件
の

要
望

が
寄

せ
ら

れ
て

お
り

、
こ

れ
ら

の
要

望
を

一
度

に
解

消
す

る
こ

と
は

困
難

で
、

須
木

区
の

各
地

域
の

バ
ラ

ン
ス

と
費

用
対

効
果

等
を

重
視

し
た

箇
所

に
防

護
柵

資
材

を
計

画
的

に
支

給
し

て
い

く
予

定
で

す
。

【
要

望
を

さ
れ

る
際

の
お

願
い

】
■

地
権

者
３

名
以

上
　

　
　

■
設

置
面

積
　

概
ね

１
ｈ

ａ
以

上
　

（
近

隣
の

団
地

を
ま

と
め

る
）

■
設

置
延

長
　

概
ね

１
０

０
０

ｍ
以

上
　

　
　

■
設

置
箇

所
を

明
確

に
示

し
て

頂
く

こ
と

◎
上

記
の

条
件

を
満

た
し

て
い

る
箇

所
を

優
先

的
に

扱
い

ま
す

が
、

同
地

区
か

ら
の

要
望

が
多

い
場

合
は

、
地

域
の

了
承

の
も

と
優

先
順

位
を

決
め

て
計

画
的

に
支

給
し

て
い

く
考

え
で

す
。

（
地

権
者

は
３

名
以

上
必

要
で

す
が

、
面

積
・

延
長

が
足

り
な

い
箇

所
で

も
ご

相
談

く
だ

さ
い

。
）

　
ま

た
、

今
後

の
要

望
受

付
は

、
来

年
度

以
降

の
要

望
と

し
て

取
り

扱
い

ま
す

の
で

、
十

分
ご

理
解

く
だ

さ
い

。
出

来
る

こ
と

な
ら

代
表

者
を

決
め

、
要

望
す

る
延

長
を

必
ず

計
測

し
て

ご
依

頼
く

だ
さ

い
。

　
こ

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
は

、
生

徒
会

の
呼

び
掛

け
に

よ
っ

て
た

く
さ

ん
の

生
徒

が
自

主
的

に
参

加
し

て
い

る
も

の
で

、
校

内
は

も
と

よ
り

、
隣

の
大

年
神

社
の

境
内

も
掃

き
清

め
て

い
ま

す
。

　
教

職
員

も
一

緒
に

な
り

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
す

る
こ

と
で

、
気

持
ち

の
い

い
一

日
を

迎
え

る
こ

と
が

で
き

て
い

ま
す

。
ま

た
、

神
社

を
き

れ
い

に
す

る
こ

と
で

、
少

し
で

も
地

域
貢

献
に

な
れ

ば
と

も
考

え
て

い
ま

す
。

　
本

年
度

、
本

校
で

は
子

ど
も

た
ち

に
３

つ
の

こ
と

を
重

点
と

し
て

話
を

し
て

い
ま

す
。

　 　
○

 当
た

り
前

の
こ

と
を

当
た

り
前

に
し

よ
う

。
　

○
 夢

や
目

標
を

持
っ

て
追

い
続

け
よ

う
。

　
○

 集
団

の
中

で
の

役
割

を
自

覚
し

実
行

し
よ

う
。

　 ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

は
、

こ
の

実
践

の
場

に
も

な
っ

て
い

ま
す

。
こ

れ
か

ら
も

、
こ

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
は

、
本

校
の

い
い

伝
統

と
し

て
継

続
し

て
い

き
た

い
と

思
い

ま
す

。


